










DougalDouglasと言い,エディンバラ大学出のスコッ トラン ド人だがロン ドンの
PeckhamRyeという町の或る繊維会社に勤め始め,短期間のうちに彼に関わった町の人々
に様々な災いや驚きをもたらして姿を消すのである｡ 彼は繊維工場の女子工員の一人から
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化 している｡ Dougalは大 した悪事 もできないつまらない男で,それはPeckhamという
町の卑小さに見合っているというのだ｡BoldはDougalを矯小化することで作品自体を
つまらないものにしている｡ 実際は,Dougalの存在意義は,彼を Idevir と実体化 して
否定したりしていたのでは,到底理解できない価値を持っている｡ それを端的に示 してい

























































Trevorのような無知な連中は,もちろん,Sparkが最 も軽蔑 しているタイプである｡ こ
のような連中はそれほど価値があるとも思われないものを絶対化 し,それに対立する価値




















分が置かれている苦境についてしゃべ り始める｡ 彼は,人事部長の椅子が欲 しいならくれ
てやる,ボスがでしゃばりの若い部下の言うことしか聞かない会社にはいられない,と愚

































者と勘違いして彼女を刺殺 してしまう｡MerleはDougalの動 きに過敏に反応 したDruce




がMerleと親 しくなった経緯である｡ まず彼は長年連れ添ってきた妻 との関係を一気に
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悪魔的な動 きをしたということになるだろう｡ しかし,そのような考え方ではDougalの
否定に至るだけで,積極的な生き方へのヴィジョンは見えてこない｡恐ろしい結末に至っ
たのはDruceとMerleのそれぞれの弱い心 と知性に問題があったのであ り,彼 らにしっ
かり考える力と強い決断力があれば,Dougalは彼 らにとってまさに -angel'的な存在に
なっていたかもしれないのだ｡
Dougalを好 きになって,彼 との交際から積極的な生き方を学んでい くのは,Dixieの




































るということは矛盾 しないとDougalは主張する｡ まさにその通 りであり,邪悪な力に翻
弄されたあとで生 き残る力があれば,まさしくそれは悪魔払いを受けたと言えるのだ｡
Humphreyが物語の最後で一瞬見る天国的なヴィジョンはその体験の賜物だと見てもい
いだろう｡ これに対 して,Weedinや Wilisや Druceなどは,邪悪な力に翻弄されるだけ
で,何ら積極的な対応もとれないまま,神経衰弱になったり,外国に逃亡 したり,果ては
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2)NormanPage,MurielSpark(London:Macmilan,1990),p.32.
3)AlanBold,MurielSpark(LondonandNewYork:Methuen,1986),p.57.
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SundayTimes,30Sep1962,p.14.
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